
中学校第 1学年 武道・剣道 単元見取り図 

単元目標 

知識：武道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方を理解する。 技能：基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開できる。 

思考力，判断力，表現力等：攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝える。 

学びに向かう力，人間性等：剣道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の

仕方を守ろうとする，禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配る。 
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●剣道では「        」と「     」を伴った攻撃が求められる 

●相手に              をかたちとして示すのが礼である 
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●相手と直接的に攻防し合うからこそ，    や
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●               により隙をつくる 

●               で隙をつくる 

●               で隙をつくる 

●一本は「                       」の 

道筋をたどる 

●試合とは「         」であり，優劣のつけ合いではない 

●礼を重んじ，その形式に従うことは，  

をかたちに表すことであり，自分を律する   の心にふれ 

ることにつながる 
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●基本打ちは全て同じ     で打てる 

●相手とは   ではなく，助け合い， 

高め合う   の仲間である 


